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本 論文 は 、 中国 内 モ ンゴ ル 自 治区 に お ける 肉 用 牛繁 殖 経 営の 現 状 と課 題 につ

いて 、 半 農半 牧 村 と牧 畜 村 の比 較 実 証分 析 を 通じ て 明 らか に し た結 果 を 取り ま

とめ た も ので あ る 。本 研 究 の具 体 的 な研 究 課 題は 以 下 の 3 点 で ある 。  

1） 中 国の 牛 肉 産業 の現 状 に つい て 各 種公 刊 統 計を 用 い て整 理 し 、そ の う えで

中国 及 び 内モ ン ゴ ルに お け る肉 用 牛 繁殖 経 営 の位 置 づ けを 明 確 にす る 。  

2） 近 隣に 位 置 しつ つも 、 飼 料基 盤 及 び立 地 条 件に お い て顕 著 な 地域 差 が 存在

す る 内 モ ン ゴ ル 赤 峰 市 の 半 農 半 牧 村 と 牧 畜 村 に お け る 肉 用 牛 繁 殖 経 営 の 現

状を 収 益 性及 び そ の背 景 に 注目 し 、 明ら か に する 。  

3） 当該 2 村 にお け る肉 用 牛 繁殖 経 営 の課 題 及 び経 営 者 の今 後 の 意向 を 明 らか

にし 、 そ のう え で 今後 の 経 営改 善 に 向け た 方 向性 に 言 及す る 。  

課題 2）と 3）は 、赤峰 市 バ イリ ン 右 旗の 半 農 半牧 村 と 同市 ア ル ホル 旗 の 牧 畜

村で 実 施 した 農 家 経営 調 査（ 3 3 戸：半農 半 牧村 1 6 戸、牧畜 村 1 7 戸 ）か ら 収集

した 農 家 レベ ル の デー タ を 用い た 定 量的 分 析 に基 づ く 。  

各研 究 課 題に お い て明 ら か にな っ た 主な 点 は 以下 に 要 約さ れ る 。  

 1）近 年 、中国 で は所 得 水 準向 上 を 背景 に し て牛 肉 消 費量 が 増 大し 、そ れ に伴

い牛 肉 輸 入量 も 急 増し て い る。 こ う した な か 、国 内 牛 肉生 産 の 強化 が 急 務と さ



れ、 肥 育 及び 繁 殖 経営 の 拡 充が 重 要 課題 に な って い る 。国 内 有 数の 牛 肉 生産 地

であ る 内 モン ゴ ル 自治 区 に おい て も 肉用 牛 繁 殖経 営 の 強化 が 求 めら れ て いる 。  

2）収 益性 に 関 する 分析 か ら 以下 の 点 が明 ら か にさ れ た 。第 1 に 、飼料 基 盤 に

つい て は 、半 農 半 牧村 で は 濃厚 飼 料 が主 体 で あり 、 牧 畜村 で は 粗飼 料 が 主体 で

ある 。第 2 に 、 2 0 0 0 年 代前 半 の 環境 保 護政 策 以 降 、半農 半 牧村 で は 耕地 で の ト

ウモ ロ コ シ生 産 の 強化 、 牧 畜村 で は 素牛 出 荷 時期 の 放 牧期 間 初 期へ の 転 換に よ

り、 飼 料 基盤 の 維 持・ 拡 充 が図 ら れ てき た 。 半農 半 牧 村で は ト ウモ ロ コ シ増 産

によ り 、 余剰 生 産 物が 生 じ 、そ の 販 売が 大 き な収 入 源 にな っ て いる 。 第 3 に 、

両村 間 に は飼 料 基 盤の 顕 著 な違 い が みら れ る もの の 、 飼養 頭 数 、粗 収 入 、経 営

費、 純 収 入に お い て両 村 間 に統 計 的 な有 意 差 はな い 。 第 4 に 、 規模 階 層 間の 収

益性 の 比 較か ら 、 半農 半 牧 村で は ト ウモ ロ コ シ の 販 売 収入 が 大 きい 中 規 模層 に

おい て 優 位性 が あ り、 牧 畜 村で は 広 い牧 草 地 をも つ 大 規模 経 営 にお い て 優位 性

があ る 。 ただ し 、 両村 と も 大規 模 層 では 自 給 飼料 の 不 足に よ り 、小 ・ 中 規模 層

に比 較 し て購 入 飼 料依 存 率 が高 く な って い る 。第 5 に 、純 収 入 を規 定 す る主 な

要因 は 、 飼養 頭 数 、耕 地 面 積、 ト ウ モロ コ シ 販売 の 有 無、 素 牛 出荷 率 、 素牛 出

荷体 重 で ある 。 飼 料基 盤 の 差に 由 来 する 繁 殖 管理 ・ 飼 養方 法 の 差が 純 収 入の 遠

因に な っ てい る こ とが 示 唆 され る 。 半農 半 牧 村で は 、 飼養 頭 数 、素 牛 出 荷率 、

素牛 出 荷 体重 の 素 牛販 売 の 構成 要 素 のほ か 、 重要 な 飼 料供 給 源 かつ 収 入 源で も

ある ト ウ モロ コ シ が生 産 さ れて い る 耕地 の 面 積が 純 収 入の 規 定 要因 に な って い

る。 他 方 、牧 畜 村 では 素 牛 販売 の 構 成要 素 の 重要 性 に つい て は 同様 の 結 果で あ

った が 、 唯一 の 飼 料基 盤 で ある 牧 草 地 の 面 積 が純 収 入 に有 意 な 影響 を 及 ぼし て

いな い 。 牧草 地 面 積が 必 ず しも 牧 畜 村繁 殖 農 家の 自 給 飼料 生 産 力を 反 映 して い

ない こ と が示 唆 さ れる 。  

3）小 規 模 層は 出 荷 先の 不 安 定性 等 の 経営 外 部 条件 を 問 題と 捉 え 、現 状維 持 を

志向 す る 傾向 に あ る。 他 方 、大 規 模 層は 労 働 力不 足 、 優良 品 種 の少 な さ 、牧 草

地不 足 等 の経 営 内 部資 源 の 不足 を 問 題で あ る と捉 え 、 それ ら 自 己資 源 の 拡充 ・

強化 に よ り規 模 拡 大を 志 向 する 傾 向 にあ る 。 将来 、 調 査村 で は 農家 の 分 極化 が

進行 し 、 経営 規 模 格差 の 拡 大化 の 可 能性 が あ るこ と が 示唆 さ れ る。  

調 査村 に お ける 今 後 の肉 用 牛 繁殖 経 営 の安 定 的 発展 に は 、こ れ ま での 量 的拡

大に 加 え 質的 改 善 が不 可 欠 であ る 。 将来 的 に は飼 養 頭 数の 拡 大 より も 、 むし ろ

優良 品 種 の導 入 や 飼養 管 理 技術 の 向 上等 に よ る繁 殖 牛 1 頭 当た り 収 益 性 の 向上

が重 要 に なる 。 同 時に 、 牧 草地 の 保 全に 配 慮 した 飼 料 基盤 の 拡 充・ 強 化 が不 可

欠に な る 。半 農 半 牧 村 で は トウ モ ロ コシ の 持 続的 生 産 の確 保 、 牧 畜 村 で は唯 一

の飼 料 基 盤で あ る 牧草 地 の 利用 効 率 の向 上 が 求め ら れ る。  

以 上の 結 果 は、 肉 用 牛 繁 殖 ・ 肥育 一 貫 経営 と 肉 用牛 肥 育 経営 ま た は繁 殖 経営

等、 異 な る経 営 類 型間 の 比 較分 析 や 地域 性 に 注意 を 払 わな い 研 究に お い ては 見

出せ な か った 知 見 であ る 。 先行 研 究 の蓄 積 が 十分 で は ない 中 国 の肉 用 牛 繁殖 経

営に 関 す る研 究 分 野に お け る新 た な 知見 と い える 。   


